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大
勝
金
剛　

恵
什　
『
瑜
祇
経
』

【
要
旨
】

　

大
勝
金
剛
は
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』
を
唯
一
の
典
拠
と
す
る
尊
格

で
一
面
十
二
臂
に
表
さ
れ
る
。
お
も
に
敬
愛
法
や
息
災
法
等
に
つ
い
て
修
さ
れ
る

大
勝
金
剛
法
の
本
尊
で
あ
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
大
勝
金
剛
像
は
、
金
剛
杵
と

金
剛
鈴
を
腹
前
で
執
る
点
に
特
徴
が
あ
る
図
像
で
、
画
像
作
例
の
な
か
に
類
を
み

な
い
。
こ
の
特
徴
的
な
図
像
が
仁
和
寺
・
恵
什
所
伝
の
図
像
と
一
致
す
る
こ
と
に

注
目
し
、
恵
什
所
伝
の
図
像
の
由
来
や
相
承
の
よ
う
す
を
事
相
書
類
に
確
認
す
る

と
、
恵
什
の
図
像
が
大
勝
金
剛
を
十
二
臂
大
日
と
す
る
尊
格
理
解
と
と
も
に
相
承

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
恵
什
の
習
い
は
狭
義
の
小
野
流
で
相
伝
さ
れ
て

お
り
、
な
か
で
も
勧
修
寺
流
諸
師
の
事
相
書
類
に
そ
れ
を
重
ん
じ
て
い
た
よ
う
す

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
館
所
蔵
の
大
勝
金
剛
像
の
制
作
背
景
を
物
語
っ
て
い

る
と
考
え
る
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
大
勝
金
剛
像
（
以
下
、
歴
博
本
）（
図
1
）

は
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
前
身
・
神
奈
川
県
立
博
物
館
の
開
館
準
備
の
段
階

で
一
九
六
七
年
十
二
月
二
十
一
日
に
購
入
さ
れ
て
以
降
、
当
館
の
名
品
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
張
り
の
あ
る
肉
体
表
現
か
ら
そ
の
制
作
が
十
三
世
紀
に
遡
り
、

数
少
な
い
大
勝
金
剛
像
の
中
世
仏
画
作
例
と
す
る
以
上
の
研
究
は
進
め
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

　

大
勝
金
剛
は
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（
以
下
、『
瑜
祇
経
』）
の
み
を
本

拠
と
す
る
尊
格
で
、
敬
愛
や
息
災
、
兵
難
を
避
け
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
大
勝

金
剛
法
の
本
尊
と
し
て
、
そ
の
独
尊
画
像
あ
る
い
は
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
が
懸
用
さ
れ

た
。
し
か
し
現
存
す
る
大
勝
金
剛
の
画
像
作
例
は
決
し
て
多
く
な
い
。
単
独
で
描
く

画
像
は
歴
博
本
の
他
に
、
京
都
・
東
寺
本
や
大
倉
集
古
館
本
、
愛
媛
・
石
手
寺
本
が

確
認
さ
れ
、
別
尊
曼
荼
羅
で
は
京
都
・
悲
田
院
本
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
や
、
京
都
・
醍

樋　

口　

美　

咲
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図 1　神奈川県立歴史博物館蔵大勝金剛像



− 32 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第52号（2025年12月）

醐
寺
本
、
高
知
・
金
剛
福
寺
本
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
一
方
、
図
像
集
な
ど
で

は
い
く
つ
か
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
現
存
作
例
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
詳
細
な
作
品
解
説（

（
（

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

諸
本
間
の
図
像
の
差
異
に
は
検
討
の
余
地
が
残
る
。
わ
た
く
し
は
特
に
金
剛
杵
と
金

剛
鈴
を
執
る
二
手
に
注
目
し
、
現
存
す
る
絵
画
作
例
や
図
像
類
に
表
さ
れ
た
大
勝
金

剛
の
図
像
を
三
つ
に
分
類
し
た
上
で
、
京
都
・
悲
田
院
本
の
中
尊
・
大
勝
金
剛
の
図

像
は
特
異
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、そ
こ
に
は
十
二
世
紀
後
半
の
醍
醐
に
お
け
る
『
瑜

祇
経
』
の
解
釈
と
大
勝
金
剛
の
尊
格
理
解
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。

　

歴
博
本
も
ま
た
大
勝
金
剛
画
像
で
は
類
を
み
な
い
図
像
で
、
大
勝
金
剛
の
尊
格
理

解
や
特
殊
な
事
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
歴
博
本
の
図
像
的
特
徴
を
指
摘
し
、
こ
の
図
像
が
ど
の
よ
う
な
尊
格
理
解

と
と
も
に
継
承
さ
れ
た
か
を
探
る
こ
と
で
、
歴
博
本
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
一
試
論

を
示
し
て
み
た
い
。

一　

所
依
の
経
典
と
大
勝
金
剛
の
図
像

　

大
勝
金
剛
に
つ
い
て
説
く
『
瑜
祇
経
』
は
唐
・
金
剛
智
訳
、
一
説
に
不
空
訳
と
さ

れ
、
開
元
録
や
貞
元
録
に
み
え
ず
、
梵
本
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
中
国
に
お
け
る
偽
作
と
さ
れ
る
が（

（
（

、
日
本
へ
は
空
海
（
七
七
八
～
九
二
七
）
を

は
じ
め
、
諸
入
唐
家
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
て
重
ん
じ
ら
れ
、
注
釈
書
や
口
決
が
著
さ

れ
た
。『
瑜
祇
経
』
は
空
海
請
来
時
に
は
『
金
剛
頂
経
』
系
経
典
と
さ
れ
て
い
た
が
、

東
密
で
は
平
安
時
代
後
期
頃
か
ら
金
胎
両
部
而
二
不
二
の
経
典
と
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
尊
格
に
つ
い
て
記
す
事
相
書
で
は
両

部
而
二
不
二
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（

（
（

。

　

現
在
、『
瑜
祇
経
』
は
二
巻
十
二
品
か
ら
な
り
、
序
品
に
『
瑜
祇
経
』
全
体
の
源
底

が
示
さ
れ
、
続
く
十
一
品
は
そ
れ
を
開
説
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。
大
勝
金
剛
の

本
拠
は
『
瑜
祇
経
』
の
う
ち
「
一
切
如
来
大
勝
金
剛
心
瑜
伽
成
就
品
」
第
七
（
以
下
、

第
七
品
）
と
、「
一
切
如
来
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
実
三
昧
耶
品
」
第
八
（
以
下
、
第
八

品
）
で
あ
る
。

　
『
瑜
祇
経
』
第
七
品
は
、「
愛
染
王
品
」
第
五
、「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧

摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
摂
法
品
」
第
六
と
と
も
に
愛
染
明
王
に
つ
い
て
説
く
が（

（
（

、
大

勝
金
剛
の
種
子
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。『
瑜
祇
経
』
第
七
品
の
概
略
は
、
金
剛
手
が

金
剛
薩
埵
身
を
成
就
す
る
た
め
の
真
言
と
そ
の
効
能
を
説
く
諸
菩
薩
が
会
座
す
る
場

に
、
突
然
一
障
者
が
忽
然
と
現
れ
る
。
諸
菩
薩
は
こ
の
障
者
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か

わ
か
ら
な
い
が
、
薄
伽
梵
が
こ
の
障
者
は
一
切
衆
生
の
本
有
俱
生
の
障
で
、
自
我
所

生
の
障
で
あ
る
と
説
明
す
る
と
、
障
者
は
金
剛
薩
埵
に
変
身
し
、
仏
の
聖
旨
を
受
け

て
、
自
性
障
（
自
我
所
生
の
障
）
の
金
剛
頂
法
を
説
き
、
愛
染
王
の
根
本
一
字
心
す

な
わ
ち
大
勝
金
剛
心
〈
ウ
ン
〉
を
体
得
す
れ
ば
、
自
性
障
そ
の
も
の
が
金
剛
身
と
な

る
と
示
し
、
金
剛
薩
埵
は
消
失
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
説
か
れ
る
〈
ウ

ン
〉
字
が
広
く
大
勝
金
剛
の
種
子
と
さ
れ
て
き
た
。

　

第
八
品
に
は
大
勝
金
剛
の
形
像
や
功
徳
を
記
し（

（
（

（
句
読
点
、
傍
線
、
…
の
略
記
号

は
、わ
た
く
し
に
よ
る
。
種
子
は〈　

〉内
に
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
。
以
下
同
じ
。）、

爾
時
遍
照
薄
伽
梵
、
復
現
種
種
光
明
。
於
頂
上
放
金
剛
威
怒
光
明
、
照
諸
菩
薩
。

金
剛
手
等
皆
各
默
然
。
復
現
身
手
。
具
十
二
臂
。
持
、
智
拳
印
。
復
持
五
峯
金

剛
、
蓮
華
、
摩
尼
、
羯
磨
、
鉤
、
索
、
鎖
、
鈴
、
智
剣
、
法
輪
、
十
二
大
印
。
身

住
千
葉
大
白
蓮
花
。
身
色
如
日
。
五
髻
光
明
。
其
光
無
主
遍
於
十
方
。
面
門
微

笑
。
即
説
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
実
大
三
昧
耶
真
言
曰
、

〈
オ
ン
〉〈
マ
〉〈
カ
〉〈
バ
〉〈
ザ
ロ
ウ
〉〈
シ
ュ
ニ
〉〈
シ
ャ
〉〈
ウ
ン
〉〈
タ
ラ
ク
〉

〈
キ
リ
ク
〉〈
ア
ク
〉〈
ウ
ン
〉
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説
此
明
已
復
説
頌
曰
…
刀
兵
不
能
害　

水
火
不
焚
漂
…
若
誦
一
百
八　

能
滅
百

劫
罪　

若
誦
一
千
遍　

能
成
満
意
願　

若
誦
一
洛
叉　

得
大
金
剛
身　

若
誦
一

倶
胝　

得
成
遍
照
尊

と
、
遍
照
薄
伽
梵
す
な
わ
ち
大
日
如
来
が
十
二
臂
の
身
を
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
智
拳

印
を
結
び
、
金
剛
杵
、
蓮
華
、
摩
尼
、
羯
磨
、
鉤
、
索
、
鈴
、
智
剣
、
宝
輪
を
持
つ

と
い
い
、
日
の
よ
う
な
身
色
で
千
葉
大
白
蓮
華
に
住
し
、
五
髻
か
ら
光
明
を
放
ち
、
面

貌
に
は
笑
み
を
た
た
え
た
姿
を
説
く
。
こ
れ
に
続
け
て
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
実
大
三

昧
耶
の
真
言
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
真
言
を
誦
せ
ば
、
戦
禍
を
退
け
、
滅
罪
や
満
願

に
加
え
大
金
剛
身
や
遍
照
尊
を
得
る
と
い
う
。

　

現
存
す
る
大
勝
金
剛
に
関
す
る
絵
画
作
例
は
、
概
ね
『
瑜
祇
経
』
第
八
品
所
説
の

形
像
に
し
た
が
う
が
、
智
拳
印
を
結
ぶ
二
手
以
外
の
十
臂
に
お
け
る
持
物
の
入
れ
替

わ
り
や
位
置
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
わ

た
く
し
は
金
剛
杵
と
金
剛
鈴
を
執
る
手
の
位
置
に
注
目
し
、
大
き
く
三
つ
に
分
類
を

試
み
た
。
こ
れ
は
す
で
に
拙
稿（

（
（

に
ま
と
め
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
述
べ
る
。

　

ま
ず
両
脇
に
広
げ
た
脇
手
十
臂
の
う
ち
左
右
一
手
に
そ
れ
ぞ
れ
金
剛
杵
、
金
剛
鈴

を
執
る
像
容
で
あ
る
。『
瑜
祇
経
』第
八
品
に
説
く
持
物
に
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
り
、

持
物
を
執
る
手
に
異
同
が
あ
っ
た
り
と
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
現

存
す
る
絵
画
作
例
や
図
像
類
の
な
か
で
最
も
多
い
の
が
こ
の
形
像
で
あ
る
。

　

二
つ
め
に
右
手
で
金
剛
杵
を
胸
の
高
さ
で
持
ち
、
左
手
に
執
る
金
剛
鈴
を
腰
に
当

て
る
形
像
で
あ
る
。
悲
田
院
本
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
の
中
尊
・
大
勝
金
剛
と
、
悲
田
院

本
と
材
質
技
法
や
法
量
、
図
様
や
諸
尊
の
図
像
が
よ
く
合
致
す
る
醍
醐
寺
本
の
中
尊
、

愛
媛
・
石
手
寺
本
に
限
ら
れ
、
図
像
類
に
は
類
例
が
見
出
せ
な
い
。

　

そ
し
て
三
つ
め
が
金
剛
杵
と
金
剛
鈴
を
腹
前
で
並
び
立
て
る
形
像
で
、
画
像
作
例

で
は
歴
博
本
の
み
で
あ
る
。
図
像
類
で
は
恵
什
（
一
〇
六
〇
～
一
一
四
五
）
編
『
図

像
抄
』
に
掲
載
さ
れ
、
以
降
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

二　

歴
博
本
の
図
像
と
様
式

　

歴
博
本
の
基
本
情
報
を
み
る
。

　

大
小
四
角
形
の
絹
を
縦
横
に
継
ぎ
合
わ
せ
、
縦
六
十
三
・
五
、
横
四
十
一
・
五
㎝

と
し
た
画
面
に
、
蓮
華
上
の
大
勝
金
剛
を
描
く
。

　

大
勝
金
剛
は
一
面
二
目
十
二
臂
の
菩
薩
形
で
、
光
背
を
負
い
、
左
脚
を
上
に
し
て

蓮
華
に
坐
す
。
白
毫
相
、
三
道
相
を
表
す
。
高
髻
を
結
い
、
両
肩
に
は
波
状
に
し
た

髪
を
垂
ら
し
、
耳
前
に
一
条
の
髪
を
通
す
。
十
二
臂
は
左
右
第
一
手
を
胸
前
で
智
拳

印
に
結
び
、
腹
前
で
右
手
に
金
剛
杵
を
、
左
手
に
金
剛
鈴
を
立
て
て
持
ち
、
右
の
脇

手
は
上
か
ら
宝
珠
、
鉤
、
鎖
、
剣
、
左
の
脇
手
は
上
か
ら
蓮
華
、
羯
磨
、
索
、
法
輪

を
執
る
。
肉
身
は
赤
色
で
あ
る
。
上
半
身
に
は
条
帛
、
下
半
身
に
は
裳
と
腰
布
を
着

し
、
宝
冠
、
冠
繒
、
耳
飾
、
胸
飾
、
瓔
珞
、
華
鬘
、
臂
釧
、
腕
釧
で
身
を
荘
厳
す
る
。

歴
博
本
は
『
瑜
祇
経
』
第
八
品
に
説
く
持
物
や
身
色
と
合
致
し
、
蓮
華
に
坐
す
の
も

経
に
し
た
が
う
。
た
だ
し
光
を
発
す
る
五
髻
に
つ
い
て
は
、
歴
博
本
の
当
該
箇
所
が

料
絹
の
傷
み
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
な
が
ら
、
五
髻
と
は
距
離
が
あ
る
。

　

次
い
で
歴
博
本
の
表
現
を
観
察
す
る
。

　

頭
部
は
頬
が
張
っ
た
丸
に
近
い
卵
型
の
顔
で
、
肉
付
き
の
よ
い
丸
い
肩
に
、
十
二

臂
は
丸
々
と
し
て
お
り
、
脚
部
は
豊
か
な
膝
幅
と
厚
み
を
も
つ
安
定
し
た
体
形
で
あ

る
。
両
脇
に
広
が
る
脇
手
や
持
物
に
は
小
さ
く
ま
と
ま
っ
た
卑
弱
な
印
象
は
感
じ
ら

れ
な
い
。
眉
は
緩
や
か
な
山
な
り
で
、
眼
は
幅
広
に
つ
く
る
。
鼻
は
鼻
梁
を
も
た
ず

小
鼻
の
み
で
人
中
を
Ｕ
字
に
表
す
。

　

肉
身
は
赤
色
で
頬
や
顎
、
三
道
の
外
側
、
肩
、
上
腕
、
足
に
は
朱
隈
を
重
ね
る
。
肉

身
の
輪
郭
線
は
現
状
や
や
薄
い
墨
線
で
あ
る
。
こ
の
墨
線
の
上
に
身
色
の
赤
が
重
な

っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
伝
統
的
な
手
法
で
は
最
後
に
朱
線
あ
る
い
は
墨
線
に
よ
る
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肉
身
の
輪
郭
の
描
き
起
こ
し
が
な
さ
れ
る
が
、
現
状
で
そ
れ
を
認
め
ら
れ
る
箇
所
が

な
く
、
当
初
の
様
子
を
判
断
し
難
い
。
額
毛
の
描
き
起
こ
し
線
は
弱
弱
し
い
。
両
眉

は
な
だ
ら
か
に
弧
線
を
描
き
、
両
眼
の
上
瞼
は
、
眼
頭
に
鋭
く
筆
を
入
れ
、
緩
や
か

に
下
方
へ
と
弧
を
描
い
て
目
じ
り
で
わ
ず
か
に
立
ち
上
げ
横
方
向
へ
の
び
る
。
唇
は

朱
色
で
平
塗
り
と
し
、
上
下
唇
の
合
わ
せ
目
は
濃
黒
色
で
、
両
端
か
ら
中
央
に
わ
ず

か
に
弧
を
描
く
線
と
、
中
央
で
下
向
き
に
尖
る
線
を
も
っ
て
表
さ
れ
る
。
瞳
は
黒
色
、

虹
彩
は
群
青
か
と
思
わ
れ
る
色
を
細
墨
線
で
括
る
。
目
頭
と
目
じ
り
に
も
具
の
色
を

施
し
て
い
た
よ
う
で
、
伝
統
的
な
手
法
も
散
見
さ
れ
る
。
頭
髪
は
群
青
色
だ
が
、
頭

頂
部
は
摩
耗
し
、
ま
た
白
く
な
っ
て
お
り
判
然
と
し
な
い
。

　

条
帛
、
裳
、
腰
布
は
白
を
地
色
と
し
、
現
状
黒
に
み
え
る
色
で
文
様
を
描
く
。
条

帛
は
一
条
の
線
で
周
縁
と
内
側
を
区
画
し
、
内
側
に
は
立
涌
文
を
表
し
、
そ
の
間
を

重
ね
た
杏
仁
形
で
埋
め
、
周
縁
部
に
は
蔓
草
花
文
を
描
く
。
裳
は
、
脛
前
ま
で
の
広

範
に
は
四
つ
の
菊
花
を
寄
せ
中
央
に
菱
を
お
く
団
花
文
を
配
置
し
、
脛
前
に
連
珠
文

帯
を
上
下
に
置
き
、
そ
の
間
を
菊
花
草
入
り
の
三
重
格
子
文
と
し
、
脛
前
か
ら
裾
部

に
は
方
形
渦
巻
入
り
の
格
子
文
で
、
裾
に
は
唐
草
花
文
を
置
く
。
た
だ
し
裾
の
裏
側

は
連
珠
文
帯
と
し
て
い
る
。
腰
布
は
草
花
文
で
縁
に
は
連
珠
文
帯
を
置
く
。
衣
摺
と

輪
郭
の
線
は
金
泥
線
と
し
、
そ
の
間
に
白
緑
色
を
施
す
。

　

頭
飾
は
花
葉
を
正
面
と
左
右
に
置
く
意
匠
で
、
花
は
赤
色
の
繧
繝
彩
色
、
葉
は
白

緑
の
彩
色
が
確
認
で
き
る
。
冠
繒
は
両
耳
の
上
で
小
さ
め
の
輪
を
つ
く
り
、
背
後
に

下
げ
、
布
端
が
脇
手
の
後
ろ
に
の
ぞ
く
。
白
色
で
輪
郭
線
お
よ
び
衣
摺
線
は
金
泥
と

す
る
。
装
身
具
や
持
物
の
金
属
具
は
、
現
状
茶
色
に
墨
線
で
輪
郭
や
意
匠
を
描
き
起

こ
す
。
金
剛
杵
の
一
部
に
墨
線
の
描
き
起
こ
し
に
金
泥
を
添
わ
せ
る
が
、
不
自
然
で

当
初
と
は
考
え
に
く
い
。
装
身
具
や
瓔
珞
に
用
い
ら
れ
る
珠
は
赤
や
白
、群
青
で
、白

色
を
点
じ
て
、
そ
の
き
ら
め
き
を
表
出
す
る
。

　

蓮
華
座
の
蓮
弁
は
群
青
色
・
紫
色
系
と
、
緑
色
・
赤
色
系
と
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
繧
繝
彩
色
と
し
、
蓮
弁
の
輪
郭
の
墨
線
に
白
色
の
細
線
を
沿
わ
せ
る
。
蕊
頭

は
白
み
が
強
い
朱
具
で
点
描
し
、
弧
線
状
に
三
段
に
列
す
る
丹
念
な
描
写
で
あ
る
。

　

以
上
、
簡
単
に
歴
博
本
の
表
現
を
観
察
し
た
。
平
安
時
代
以
降
の
伝
統
的
な
描
法

を
部
分
的
に
残
し
、
ま
た
襞
線
の
間
の
白
緑
な
ど
に
は
十
二
世
紀
後
半
に
好
ま
れ
た

色
彩
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
で
頬
の
張
っ
た
丸
い
卵
型
の
顔
に
、
う
ね
り
を
も
つ
上

瞼
線
と
眼
の
縦
幅
の
中
央
に
据
え
ら
れ
た
瞳
に
よ
る
意
志
的
な
表
情
は
、
十
三
世
紀

初
頭
と
さ
れ
る
個
人
蔵
孔
雀
明
王
像（

（1
（

や
鎌
倉
時
代
初
期
の
滋
賀
・
法
蔵
寺
蔵
如
意
輪

観
音
像（

（1
（

、
鎌
倉
時
代
前
期
の
制
作
と
み
ら
れ
る
醍
醐
寺
・
虚
空
蔵
菩
薩
像（

（1
（

な
ど
に
近

し
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
白
地
に
現
状
黒
色
で
文
様
を
置
き
、
輪
郭
と
襞
線
を
金
泥

線
と
す
る
衣
の
表
現
は
、
文
様
に
相
異
は
あ
る
が
先
に
上
げ
た
個
人
蔵
孔
雀
明
王
像

に
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
表
現
は
、
京
都
・
安
楽
寿
院
蔵
孔
雀
明
王
像
や
京
都
・
高
山

寺
蔵
仏
眼
仏
母
像
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
一
字
金
輪
像
な
ど
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
か
る
仏
画
や
、
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
前
半
に
か
け
て
の
仏
画
に
み
ら
れ

る
と
い
う（

（1
（

。
蓮
華
座
に
つ
い
て
、
歴
博
本
の
構
成
お
よ
び
彩
色
が
類
似
す
る
も
の
に
、

十
三
世
紀
前
半
の
東
京
国
立
博
物
館
蔵
般
若
菩
薩
像
が
あ
り
、
こ
れ
は
醍
醐
寺
蔵
大

日
金
輪
像
や
虚
空
蔵
菩
薩
像
に
近
し
い
と
い
う（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
前
半
の
作
品
に
親
近
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
頭

光
や
身
光
の
外
側
を
覆
う
火
焰
は
形
式
的
で
、
ま
た
そ
の
輪
郭
を
黒
線
で
表
す
さ
ま

は
、
明
確
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
意
識
が
よ
り
強
く
み
て
と
れ
、
平
明
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。
た
だ
十
三
世
紀
後
半
頃
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
金
属
具
を
金
泥
で
彫
塗

の
よ
う
に
彩
色
す
る
表
現
は
い
ま
だ
認
め
ら
れ
な
い
。
肉
身
の
描
き
起
こ
し
線
が
み

ら
れ
な
い
点
で
判
断
を
難
し
く
し
て
い
る
が
、
歴
博
本
の
制
作
時
期
は
、
今
の
と
こ

ろ
十
三
世
紀
中
頃
と
位
置
付
け
て
お
き
た
い
。

　

な
お
白
地
に
現
状
黒
色
の
文
様
を
描
く
衣
の
表
現
に
つ
い
て
、
大
勝
金
剛
が
智
拳

印
を
結
ぶ
こ
と
か
ら
『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』
所
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説
の
一
字
金
輪
の
像
容
「
形
服
如
素
月（

（1
（

」
が
想
起
さ
れ
る
。
小
野
醍
醐
で
は
大
勝
金

剛
の
正
体
を
一
字
金
輪
仏
頂
尊
と
す
る
が（

（1
（

、
後
述
す
る
よ
う
に
歴
博
本
は
図
像
か
ら

考
え
る
に
、醍
醐
で
相
承
さ
れ
重
ん
じ
ら
れ
た
図
像
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現

段
階
で
は
歴
博
本
の
こ
の
表
現
に
つ
い
て
答
え
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。

三　

図
像
の
典
拠
と
そ
の
相
承

　

歴
博
本
の
図
像
が
『
瑜
祇
経
』
第
八
品
に
説
く
十
二
臂
の
印
と
持
物
が
一
致
す
る

こ
と
は
す
で
に
確
認
し
た
。
今
、
持
物
と
そ
れ
を
執
る
手
に
注
目
し
て
歴
博
本
と
一

致
す
る
図
像
を
探
せ
ば
、
恵
什
編
『
図
像
抄
』
掲
載
図
（
図
2
）
や
、
心
覚
（
一
一

一
七
～
一
一
八
〇
ま
た
は
八
二
）
編
『
別
尊
雑
記
』
に
掲
載
す
る
大
勝
金
剛
像
の
う

ち
の
一
図
（
図
3
）、
同
書
所
収
の
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
の
中
尊
・
大
勝
金
剛
像
が
挙
げ

ら
れ
る
。
本
章
で
は
こ
れ
ら
の
図
像
の
由
来
と
相
伝
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

高
野
山
・
円
通
寺
伝
来
の
恵
什
編
『
図
像
抄
』
巻
第
四
で
は
、「
秘
法
等
」
う
ち
「
大

勝
金
剛（

（1
（

」
に
（
割
註
は
〈　

〉
内
に
記
し
、
改
行
を
／
で
示
す
。
以
下
同
じ
。）、

大
勝
金
剛

種
子
〈
ウ
ン
〉

三
形　

剣　

或
五
古

尊
形

　

経
云瑜

。祇

身経
也

色
如
日
暉
。
五
髻
光
明
。
具
十
二
臂
。
持
智
拳
印
。
又
持
五
古
、蓮

花
、
宝
、
羯
磨
、
鈎
、
索
、
鎖
、
鈴
、
剣
、
法
輪
。
住
千
葉
大
白
蓮
花
印　

内

縛
忍
願
屈
如
頂
〈
口
決
云
頂
／
者
剣
形
也
〉

…師
説
智
拳
印
用
之

此
尊
功
徳
能
深
甚
也
。
可
引
見
経
文
〈
云
／
々
〉

図 3　『別尊雑記』所収大勝金剛

図 2　『図像抄』所収大勝金剛
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と
、
種
子
、
三
昧
耶
形
、
そ
し
て
尊
形
に
つ
い
て
『
瑜
祇
経
』
第
八
品
を
簡
略
に
引

用
し
、
本
尊
加
持
の
印
相
を
記
し
、
そ
の
功
徳
の
奥
深
い
こ
と
を
述
べ
、
蓮
華
に
坐

す
五
髻
の
大
勝
金
剛
像
を
掲
げ
る
。『
図
像
抄
』
所
収
の
図
像
は
、
左
右
の
一
手
で
智

拳
印
を
結
び
、
ま
た
右
の
一
手
で
金
剛
杵
を
、
左
の
一
手
で
金
剛
鈴
を
腹
の
前
で
持

つ
。
ほ
か
の
八
臂
は
身
体
の
脇
に
広
げ
、
左
手
は
上
か
ら
蓮
華
、
羯
磨
、
索
、
宝
輪
、

右
手
は
上
か
ら
宝
珠
、
鉤
、
鎖
、
宝
剣
を
執
る
。
な
お
鳴
滝
常
楽
院
伝
来
の
『
図
像

抄
』
に
は
、「
智
証
大
師
請
来
像
如
此
〈
云
／
々
〉
或
有
宝
冠（

（1
（

」
と
朱
書
が
あ
り
、
こ

れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
心
覚
編
『
別
尊
雑
記
』
や
覚
禅
（
一
一
四
三
～
一
二
一
三
以

後
）
編
『
覚
禅
鈔
』
に
引
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
図
像
が
智
証
大
師
請
来
像
と
み
な

さ
れ
、
ま
た
宝
冠
を
い
た
だ
く
大
勝
金
剛
の
存
在
を
物
語
る（

（1
（

。

　

恵
什
が
こ
の
図
像
を
得
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
恵
什
口
・
覚
印
（
一
〇
九
七
～
一

一
六
四
）
記
『
諸
口
伝
集
〈
自
言
〉』「
五
十
一　

大
勝
金
剛
形
像
事（

（2
（

」
に
、

問
十
二
臂
大
日
瑜
祇
経
中
専
殊
勝
説
之
。
而
有
図
造
形
像
先
証
乎
。
答
云
、
件

仏
瑜
祇
経
肝
心
只
是
也
。
仍
大
師
以
件
仏
為
本
尊
殊
作
次
第
也
。
於
形
像
者
三

井
寺
有
唐
本
像
。
先
年
所
奉
尋
拝
見
也
。
彼
寺
為
究
竟
秘
事
云
々
。

と
、『
瑜
祇
経
』
に
お
い
て
と
り
わ
け
格
別
に
説
か
れ
る
十
二
臂
大
日
す
な
わ
ち
大
勝

金
剛
の
形
像
に
、
然
る
べ
き
先
証
が
あ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
究
竟
の
秘
事
た

る
三
井
寺
の
唐
本
像
を
挙
げ
、
そ
れ
を
先
年
に
拝
見
し
た
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
記

述
は
覚
禅
編
『
覚
禅
鈔（

（2
（

』
で
も
部
分
的
に
引
用
さ
れ
、
恵
什
が
図
像
を
収
集
す
る
経

緯
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
。
と
、
す
れ
ば
、『
図
像
抄
』
所
収
の
図
像
は
三
井

寺
の
唐
本
像
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
写
し
得
た
、
台
密
所
縁
の
図
像
で
あ
っ
た
と
い

え
る（

（2
（

。
ま
た
『
諸
口
伝
集
〈
自
言
〉』
の
な
か
で
、
恵
什
が
大
勝
金
剛
を
十
二
臂
大
日

図 4　『諸尊図像』所収愛染曼荼羅図

図 5　『諸尊図像』所収愛染曼荼羅図
部分　　　　　　　　
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と
し
て
『
瑜
祇
経
』
の
肝
心
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
空
海
が

大
勝
金
剛
を
本
尊
と
し
て
次
第
を
作
成
し
た
と
語
る
点
で
興
味
深
い
。

　

さ
て
心
覚
編
『
別
尊
雑
記
』
巻
第
二
十
九
う
ち
「
大
勝
金
剛
」
に
は
、
恵
什
と
実

運
の
二
師
の
説
を
記
す
。
恵
什
説
の
引
用
後
に
五
髻
三
目
忿
怒
形
像
、
五
髻
菩
薩
形

像
、
宝
冠
菩
薩
形
で
索
で
な
く
牙
を
持
す
意
楽
像
、
そ
し
て
歴
博
本
と
図
像
が
一
致

す
る
宝
冠
菩
薩
形
の
四
図
の
独
尊
像
と
、大
勝
金
剛
曼
荼
羅
一
図
が
所
収
さ
れ
る
。
独

尊
像
三
図
め
の
後
に（

（2
（

、

或
云

智
証
大
師
請
来
唐
本
愛
染
王
万
多
羅
中
在
此
像

銘
云
十
二
臂
大
日
云
々

　
　
　

私
云
已
上
三
体
以
宮
法
印
御
房
御
本
写
加
之
了

と
、
智
証
大
師
請
来
の
愛
染
曼
荼
羅
中
に
十
二
臂
大
日
の
銘
が
付
さ
れ
た
大
勝
金
剛

像
が
あ
る
と
い
う
説
を
書
き
添
え
、
ま
た
心
覚
が
前
の
三
図
を
仁
和
寺
の
花
蔵
院
宮

法
印
元
性
本
を
以
て
写
し
た
と
註
す
。

　

智
証
大
師
請
来
の
愛
染
曼
荼
羅
と
は
、
心
覚
撰
『
諸
尊
図
像
』
巻
上
所
収
の
愛
染

曼
荼
羅
図
（
図
4
）
の
類
で
あ
ろ
う
。「
可
尋
他
門
事
歟（

（2
（

」
と
註
さ
れ
た
本
図
に
は
、

図
中
向
か
っ
て
左
上
の
尊
格
の
傍
ら
に
「
大
日
十
二
臂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
5
）。

宝
冠
菩
薩
形
の
十
二
臂
で
、
そ
の
持
物
は
『
瑜
祇
経
』
第
八
品
に
説
く
と
こ
ろ
に
し

た
が
う
大
勝
金
剛
で
あ
る
。
こ
の
種
の
愛
染
曼
荼
羅
図
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
覚
禅

編
『
覚
禅
鈔
』
に
も
所
収
さ
れ
、
承
澄
（
一
二
〇
五
～
一
二
八
二
）
編
『
阿
娑
縛
抄
』

第
一
一
五
「
愛
染
王
」
で
は
尊
位
図
が
示
さ
れ
る
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
バ
ー
ク

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
愛
染
曼
荼
羅
図
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
す
れ
ば
、
愛

染
曼
荼
羅
図
の
構
成
は
、
中
央
に
愛
染
明
王
、
そ
の
後
ろ
に
弥
勒
菩
薩
、
前
に
観
音

菩
薩
、
左
に
宝
幢
、
右
に
倶
利
伽
羅
剣
、
左
上
に
両
頭
愛
染
、
左
下
に
不
動
明
王
、
右

下
に
大
威
徳
明
王
、
そ
し
て
右
上
が
大
勝
金
剛
と
な
る
。

　

バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
の
大
勝
金
剛
像
は
、『
別
尊
雑
記
』
掲
載
の
一
図
や
歴
博

本
と
図
像
が
一
致
し
て
い
る
。
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
の
料
紙
背
面
の
左
端
に
、

「
嘉
承
二
年
三
月
五
日
、
以
三
昧
阿
闍
梨
書
了 

件
本
云
、
大
原
僧
都
御
本
云
々
」
と
墨

書
が
あ
り
、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
に
大
原
僧
都
長
宴
（
一
〇
一
六
～
一
〇
八
一
）

本
を
も
と
に
し
た
三
昧
阿
闍
梨
良
祐
本
を
以
て
作
ら
れ
た
経
緯
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
台
密
の
な
か
で
も
叡
山
に
お
い
て
相
承
さ
れ
た
図
像
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

（2
（

。

　

さ
ら
に
皇
慶
（
九
七
七
～
一
〇
四
九
）
口
説
・
長
宴
記
『
四
十
帖
決
』
巻
第
八
「
愛

染
王　

二
十
三（

（2
（

」
に
は
、

愛
染
王
曼
陀
羅

ノ

中
尊
弓
箭
。
或

ハ

箭
ヲ

懸
レ

弓
ニ

云
云　

今
不

ル
レ

懸
是
佳

キ

也
。
又

前
瓶
吐
レ

宝
ヲ

。
数
可
レ

隨
レ

宜
ニ

耳
。
無
二

定
数
一

耳
。
前

ハ

観
音
、
巽

ハ

大
威
徳
歟
。

坤
ハ

大
勝
金
剛
。
上

ハ

弥
勒
。
乾

ハ

火
天
歟
。
艮

ハ

不
動
。
私

ニ

案
ル
ニ

、
左
右

ノ

二
印

是
闕

テ
レ

位
ヲ

安
ス
ル

レ

之
ヲ

歟
。

可
レ
問

。
師
曰
。
一
是
宝
幢
也
。
一

ハ

倶
哩
迦
羅
也
。
大

勝
金
剛

ト

者
。
彼
経

ノ

第
八
品

ニ

云
、
遍
照
薄
伽
梵
、
復
現
身
手

ニ

具
二

十
二
臂

ヲ
一

。

持
二

智
拳
印
一

。
復
持
二

五
峯
一
〈
乃
至
輪
。
已
上
寛
徳
三
／
年
四
月
上
旬
。
於
二

谷

御
／
房

ニ
一

諮
ノ

二

受
要
事
／
等
一

。
長
宴
記
レ

之
〉

　

永
承
三
年
三
月
下
旬
於
二

谷
御
房
一

決
レ

之
云
云

と
あ
り
、
そ
の
図
様
と
寛
徳
三
年
（
一
〇
四
六
）
に
長
宴
が
「
谷
御
房
」
す
な
わ
ち

皇
慶
か
ら
諮
受
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
て
覚
禅
編
『
覚
禅
鈔
』
巻
第
八
十
一
「
愛
染
法
」
下（

（2
（

で
は
、
こ
の
図
様
の
愛
染

曼
荼
羅
図
を
掲
出
し
、
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右
曼
荼
羅
図
、
有
安
養
房
抄
、
皇
慶
闍
梨
、
三
井
山
王
院
大
師
、
被
渡
愛
染
王

〈
マ
〉〈
タ
〉〈
ラ
〉
一
幀
。
爰
有
北
山
隠
士
、
竊
作
釈
云
、
前
後
二
尊
慈
悲
一
双

也
。
所
謂
弥
勒
大
慈
三
昧
尊
、
観
音
大
悲
行
門
士
也
。
左
右
二
三
昧
耶
福
智
一

双
也
。
幢
表
福
、
剣
表
智
也
。
艮
坤
二
尊
。
主
伴
一
双
也
。
大
日
主
。
不
同
使

者
也
。
巽
乾
二
尊
愛
憎
一
双
也
。
其
義
顕
然
也
〈
彼
大
師
之
御
持
念
目
録
中
／

有
此
〈
マ
〉〈
タ
〉〈
ラ
〉。
無
其
法
名
〉
…

と
、
安
養
房
芳
源
の
抄
に
こ
の
愛
染
曼
荼
羅
図
が
収
め
ら
れ
、
三
井
山
王
院
大
師
円

珍
の
請
来
で
あ
る
と
い
う
。
円
珍
請
来
は
皇
慶
の
伝
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
北
山
隠

士
が
密
か
に
作
っ
た
解
釈
─
愛
染
明
王
の
前
後
の
弥
勒
菩
薩
と
観
音
菩
薩
は
慈
悲
の

一
双
で
あ
り
、
左
右
の
宝
幢
と
倶
利
伽
羅
剣
は
福
智
の
一
双
で
あ
り
、
艮
坤
の
大
日

如
来
と
不
動
明
王
は
主
伴
の
一
双
で
あ
り
、
巽
乾
の
二
尊
は
愛
憎
の
一
双
で
あ
る
と

い
う
、愛
染
明
王
を
中
心
に
対
称
に
位
置
す
る
尊
像
の
関
係
性
─
を
記
し
て
い
る
。
こ

こ
に
北
山
隠
士
の
釈
で
は
愛
染
曼
荼
羅
の
艮
に
位
置
す
る
尊
格
を
「
大
日
」
と
す
る

理
解
が
み
て
と
れ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
北
山
隠
士
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
恵
什
が
石
山
淳
祐

の
付
法
に
連
な
り
、
淳
祐
─
真
頼
─
雅
真
─
暦
海
─
遍
日
─
修
仁
─
増
蓮
─
芳
源
─

恵
什（

（2
（

と
い
う
法
流
を
思
え
ば
、
芳
源
か
ら
恵
什
へ
こ
の
大
勝
金
剛
の
図
像
と
と
も
に
、

大
勝
金
剛
を
「
大
日
」
と
す
る
理
解
が
相
承
さ
れ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
ろ
う（

（2
（

。

　

以
上
よ
り
歴
博
本
の
─
腹
前
で
金
剛
杵
と
金
剛
鈴
を
並
べ
立
て
て
持
つ
点
を
特
徴

と
す
る
─
図
像
は
、『
図
像
抄
』
や
『
別
尊
雑
記
』
所
収
図
と
一
致
し
、
そ
の
図
像
の

由
来
を
遡
れ
ば
、
円
珍
な
い
し
三
井
寺
に
由
縁
を
も
ち
、
恵
什
が
直
接
ま
た
は
師
芳

源
を
経
由
し
て
収
集
し
た
可
能
性
の
あ
る
図
像
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
五
髻

か
宝
冠
か
の
違
い
に
拘
わ
ら
ず
、
大
勝
金
剛
を
十
二
臂
大
日
と
理
解
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
た
。

四　

大
勝
金
剛
の
尊
格
理
解
と
大
勝
金
剛
法

　

こ
こ
ま
で
歴
博
本
の
図
像
は
恵
什
所
伝
の
大
勝
金
剛
図
像
に
典
拠
が
求
め
ら
れ
、

ま
た
恵
什
が
大
勝
金
剛
を
十
二
臂
大
日
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。

本
章
で
は
歴
博
本
の
制
作
背
景
と
目
的
に
つ
い
て
、
恵
什
の
尊
格
理
解
と
所
伝
の
図

像
を
手
掛
か
り
に
検
討
し
て
み
た
い
。

『
瑜
祇
経
』
に
説
く
尊
格
の
理
解
は
諸
宗
諸
流
派
で
一
様
で
な
い
こ
と
は
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
光
宗
（
一
二
七
六
～
一
三
五
〇
）
編
『
渓
嵐
拾
葉
集
』「
仏
眼
法
事　

秘

曲（
（3
（

」
に
は
、

尋
云
、
彼

ノ

経
ニ

有
二

十
二
品
一

。
此
品
品

ニ

皆
教
主

ア
リ

。
一
一

ノ

尊
又
経

ノ

総
体

ト

見
タ

リ

。
仍
弘
法
大
師
ハ
以
二

愛
染

ヲ
一

為
二

一
経

ノ

総
体
一

。
智
証
大
師

ハ

大
勝
金
剛
品
以

為
二

一
経
総
体
ト
一

。山
門
流
ニ
何
カ
故
ソ
以
二

仏
眼
一

独
此

ノ

経
ノ

総
体
云

ハ
ン

耶
。示

云
、
弘
法
大
師

ノ

相
承

ノ

様
ハ

以
二

愛
染
一

為
二

経
体
ト
一

。
其

ノ

故
ハ

愛
染
三
面
六
臂
左

ノ

面
ニ

仏
眼
、
右

ノ

面
ニ

金
輪
、
中

ノ

面
ハ

愛
染
也
。
故

ニ

以
テ

二

両
部
不
二

ノ

総
体
一

為
二

愛
染
ト
一

。
今

ノ

経
又
両
部
不
二

ノ

経
王
也
。
尤
以
二

愛
染
一

為
二

経
体
一

。
其
義
甚
深

也　

已
上
東
寺
流
義
。

次
智
証
大
師

ノ

御
相
承
様

ハ

、
大
勝
金
剛

ト

者
一
身

ニ

十
二
臂

ア
リ

。
此

ノ

一
一

ノ

印
相

ハ

十
二
品

ノ

法
門

ヲ

表
示

セ
リ

。
故

ニ

大
勝
金
剛

ヲ

以
一
経

ノ

総
体

ト
シ

給
ヘ
リ　

已
上
三
井
寺

流
義

次
慈
覚
大
師

ノ

御
相
承
様

ハ

、
以

テ
二

仏
眼

ヲ
一

為
二

一
経

ノ

総
体

ト
一

。
今

ノ

経
ノ

中
ニ

仏
眼

ノ

題
号

ヲ

置
ニ

吉
祥
成
就
品

ト

題
セ
リ

。
吉
祥

ト

者
妙

ノ

義
、
成
就
者
悉
地
義
。
故

ニ

吉
祥

成
就
妙
成
就
蘇
悉
地

ノ

名
号
也
。

と
、
十
四
世
紀
頃
の
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
尊
格
に
対
す
る
理
解
が
み
ら
れ
る
。
東
寺
、
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す
な
わ
ち
東
密
で
は
愛
染
明
王
を
、
寺
門
で
は
大
勝
金
剛
を
、
山
門
で
は
仏
眼
仏
母

を
『
瑜
祇
経
』
の
総
体
と
す
る
と
い
う
。
寺
門
に
お
い
て
は
大
勝
金
剛
の
十
二
臂
と

そ
の
印
相
を
『
瑜
祇
経
』
の
十
二
品
と
結
び
つ
け
、大
勝
金
剛
を
『
瑜
祇
経
』
の
総
体

と
し
て
い
た
が
、
慶
範
（
一
一
五
五
～
一
二
二
一
）
撰
『
宝
秘
記
』
八
「
瑜
祇
経
十

二
品
始
終
事（

（3
（

」
に
は
、

予
申
云
、
禅
仁
物
語
云
、
瑜
祇
経
十
二
品
、
東
者
人
併
愛
染
王
、
山
門
人
説
仏

眼
法
也
、
同〻此
此
門
跡
如
何
云
々
、
此
条
如
何
。
仰
云
、
始
終
何
法
云
申
、
不
可
習

学
之
、
但
存
旨

ハ

仏
眼
或
愛
染
王
品
々
不
定
也
、
四
品
愛
染
王
儀
伝
受
、
然
者
又

余
品
愛
染
王

ト
モ

不
可
習
之
歟

と
、『
瑜
祇
経
』
十
二
品
を
東
密
で
は
愛
染
王
、
山
門
で
は
仏
眼
法
を
始
終
説
い
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
、
寺
門
派
で
は
い
か
ん
と
す
る
か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
慶
範
の

師
・
真
円
の
答
え
か
ら
は
、
こ
の
習
い
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

一
方
で
大
勝
金
剛
を
本
尊
と
し
た
別
尊
法
に
注
目
す
れ
ば
、『
門
葉
記
』
勤
行
法
二

「
一
。
常
途
勤
行
御
修
法
等
事（

（3
（

」
で
、
東
密
、
山
門
、
寺
門
で
勤
行
さ
れ
る
修
法
を
そ

れ
ぞ
れ
大
法
、
准
大
法
、
秘
法
と
整
理
す
る
な
か
に
、

　
　

秘
法

…如
意
宝
珠

大
勝
金
剛

転
法
輪

五
大
虚
空
蔵

　
　

已
上
東
寺
修
之

と
大
勝
金
剛
は
秘
法
の
う
ち
「
東
寺
修
之
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
大
勝
金
剛
法
は

も
っ
ぱ
ら
東
密
で
勤
修
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
降
は
、東

密
に
注
目
し
て
大
勝
金
剛
の
尊
格
理
解
の
様
相
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

　

醍
醐
の
学
匠
・
教
舜
（
一
二
六
四
頃
）
は
、『
秘
鈔
口
决
』
第
十
八
「
大
勝
金
剛
法（

（3
（

」

で
、大
勝
金
剛
の
理
解
に
つ
い
て
東
密
諸
師
の
説
と
そ
の
根
拠
を
挙
げ
て
い
る
。
少
々

長
い
が
引
用
し
て
み
れ
ば
、

秘
法
生
起
事

恵
什
云
、
十
二
臂
大
日

ナ
リ

。〈
ユ
〉〈
ギ
〉
経

ニ

専
ラ

殊
勝

ニ

説
レ

之
ヲ

。
彼

ノ

経
ノ

肝
心

只
是
也
。
仍
テ
大
師
以
二

件
ノ

仏
一

、
為
二

本
尊
一

。
殊

ニ

作
二

次
第
一

也
。
於
二

形
像
一

者
三
井
寺

ニ

有
二

唐
本

ノ

絵
像
一

。
先
年
所
レ

奉
二

拝
見
一

也
〈
彼
寺
為
二

究
竟
／
秘
事
一

云
々
。
又
〉〈
云
、
十
二
臂
大
日
説
二

／
彼
経
十
二
品
一

云
云
〉　

或
口
云
〈
実
／

任
〉
今

ノ

法
ハ

最
極
甚
深
究
竟

ノ

秘
法
。
而
近
来
絶
事
〔
歟
〕。
或
云
、
尊
勝
軌
云
、

今
礼
二

〈
ユ
〉〈
ギ
〉
一

、〈
ユ
〉〈
ギ
〉
是
大
日
尊
文　

依
レ
バ

二

今
尊
一

也
云
云
。
鳥

羽
僧
正
云
、
大
勝
金
剛

ハ

十
二

臂
ノ

愛
染
王

ト

習
フ
事
、
仁
和
寺
秘
事
云
云
。　

覚

禅
抄
云
、
問
云
十
二
臂

ノ

像
雖
レ

出
ヅ
ト

二

〈
ユ
〉〈
ギ
〉
経
第
八
品
一

、
不

ル
ハ

レ

云
二

愛

染
王

ト
一

如
何
。
答
、
御
経
蔵

ニ

在
二

此
図
一

而
已　

無
シ
二

他
様

ノ

像
之
一

。
大
師
御

書
付

ニ
ハ

云
二

愛
染
王
一

也
云
云
。
或
云
、大
勝
金
剛

ト

者
十
二
臂

ノ

金
剛
薩
埵
也
。
宝

楼
閣
経
ニ
説
二

十
二
臂
金
剛
薩
埵

ヲ
一

。
但

シ

彼
ノ

経
ニ
ハ

不
レ

出
二

持
物

ヲ
一

。
此
経

ニ
ハ

説

二

持
物

ヲ
一

。又
彼
経
説

ハ

一
身
四
面
十
二
臂

ナ
リ

。此
経
説

ハ

一
身
十
二
臂

ナ
リ

云
云〈
宮

僧
正
覚
源
十
二
／
臂
金
剛
薩
埵
云
云
〉
四
面

ハ

表
二

四
部

ヲ
一

、
雖
二

一
面

ナ
リ
ト

一

四
徳

宛
然

ナ
リ

。
仍

テ

非
二

相
違

ニ
一

歟
云
云
。
御
口
云
、
付
テ
二

此
尊

ニ
一

師
師

ノ

伝
雖
二

不
同

ナ
リ

一

所
レ

詮
ス
ル

、
当
流

ハ

習
フ
ヲ

二

摂
一

切
仏
頂
輪
王

ト
一

為
二

正
伝

ト
一

也
。
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と
、
ま
ず
恵
什
の
説
に
つ
い
て
、
先
述
し
た
『
諸
口
伝
集
〈
自
言
〉』
を
引
用
し
、
大

勝
金
剛
を
十
二
臂
大
日
と
み
な
す
こ
と
を
記
す
。
勧
修
寺
実
任
（
一
〇
九
七
～
一
一

六
九
）
は
大
勝
金
剛
法
を
「
最
極
甚
深
究
竟
秘
法
」
と
す
る
。
文
脈
か
ら
は
実
任
も

ま
た
同
様
の
理
解
を
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
次
い
で
鳥
羽
僧
正
範
俊
（
一
〇

三
八
～
一
一
一
二
）
の
、
大
勝
金
剛
を
愛
染
明
王
と
す
る
こ
と
は
仁
和
寺
の
秘
事
で

あ
る
と
い
う
伝
を
引
く
。
さ
ら
に
宮
僧
正
覚
源
ら
の
大
勝
金
剛
は
十
二
臂
の
金
剛
薩

埵
で
あ
る
と
す
る
説
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
最
後
に
諸
師
の
伝
は
一
通
り
で
な
い
が
、醍

醐
に
お
い
て
は
摂
一
切
仏
頂
輪
王
を
正
当
と
す
る
と
、
教
舜
が
連
な
る
自
流
の
主
張

を
述
べ
る
。
大
勝
金
剛
を
十
二
臂
大
日
と
み
な
す
恵
什
の
伝
は
、
十
三
世
紀
の
東
密

諸
流
の
解
釈
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
恵
什
が
大
勝
金
剛
を
十
二
臂

大
日
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
大
勝
金
剛
は
『
瑜
祇
経
』
の
肝
心
で
あ
り
そ

れ
故
に
空
海
が
大
勝
金
剛
を
本
尊
と
し
て
次
第
『
一
切
如
来
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
言

三
昧
耶
品
次
第
観
念（

（3
（

』
を
作
成
し
た
こ
と
、
ま
た
大
勝
金
剛
の
図
像
が
円
珍
所
縁
の

唐
本
絵
像
に
由
来
す
る
こ
と
が
あ
わ
せ
て
相
伝
さ
れ
て
き
た
よ
う
す
が
認
め
ら
れ

る
。

　

空
海
や
恵
什
の
伝
は
東
密
の
な
か
で
も
狭
義
の
小
野
流
で
用
い
ら
れ
た
と
い
う
か

ら（
（3
（

、
歴
博
本
が
小
野
流
を
背
景
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
得
る
。
今
、
そ
の
い

ず
れ
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
勧
修
寺
流
の
事
相
書
類
に
直
接
的
な
影
響

を
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
恵
什
と
勧
修
寺
寛
信
（
一
〇
八
四
─
一
一
五
三
）

と
の
交
わ
り
は
、
恵
什
が
写
し
た
芳
源
書
写
の
慈
円
編
『
曼
荼
羅
問
答
』
を
寛
信
が

筆
写
し
た
と
い
う
奥
書
を
有
す
る
写
本
や
、
恵
什
口
・
寛
信
記
の
『
諸
尊
法
』
一
巻

の
存
在
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
寛
信
が
『
伝
受
集
』
巻
第
四
「
愛
染
王　

二

十
二
」
で
「
或
云
、
愛
染
王
曼
荼
羅
、
大
日
十
二
臂
也
云
云（

（3
（

」
と
い
う
の
に
は
こ
う

し
た
背
景
が
あ
ろ
う
。
ま
た
興
然
（
一
一
二
〇
─
一
二
〇
三
）
が
寛
信
、
明
海
、
実

任
、
観
祐
の
四
人
の
師
か
ら
受
法
し
た
も
の
を
集
め
た
『
四
巻
』
第
二
「
大
勝
金
剛

法
」
で
は
「
本
、
十
二
臂
大
日（

（3
（

」
と
、
別
尊
法
の
本
尊
を
十
二
臂
大
日
と
定
め
て
い

る
。
覚
禅
編
『
覚
禅
鈔
』
で
は
先
に
挙
げ
た
寛
信
や
実
運
の
説
を
引
用
す
る
ほ
か
、善

無
畏
訳
『
尊
勝
仏
頂
脩
瑜
伽
法
儀
軌
』
巻
上
「
尊
勝
真
言
序
品
第
一
」
の
「
是
故
我

今
礼
瑜
祇　

瑜
祇
即
是
大
日
尊（

（4
（

」
を
引
用
し
て
、「
依
此
文
者
、
瑜
祇
即
十
二
臂
大
日

也
。
故
経
始
終
、
偏
依
今
尊
也（

（4
（

」
と
『
瑜
祇
経
』
が
始
終
十
二
臂
大
日
を
説
く
こ
と

の
憑
証
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
勧
修
寺
流
諸
師
の
事
相
書
類
に
大
勝
金
剛
を
十
二
臂
大
日
と
す
る
理
解
が

認
め
ら
れ
た
。
十
二
臂
大
日
と
す
る
理
解
は
、
恵
什
の
伝
と
し
て
そ
の
図
像
と
と
も

に
相
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
思
え
ば
、
歴
博
本
の
制
作
背
景
に
は
小
野
三
流
の
な
か

で
も
勧
修
寺
流
に
お
け
る
相
承
が
あ
っ
た
可
能
性
を
想
定
で
き
よ
う（

（4
（

。

　

最
後
に
歴
博
本
の
制
作
目
的
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　

大
勝
金
剛
を
本
尊
と
す
る
大
勝
金
剛
法
は
敬
愛
法
と
息
災
法
に
つ
い
て
修
す（

（4
（

。
息

災
法
の
な
か
に
は
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
の
中
宮
の
御
産
平
癒
の
た
め
の
大
勝
金

剛
法
も
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
の
ほ
か
教
舜
の
『
秘
鈔
口
決
』
巻
第
十
八
「
大
勝
金
剛（

（4
（

」
に
は
、

経
云
、
若
末
世

ノ

人
長
ク
誦

ハ
二

此
真
言

ヲ
一

、
刀
兵
不
レ

能
レ

害
ヲ

水
火
モ
不
二
焚
漂

一
文　

或
人
云
、
師
云
、
大
勝
金
剛
法
ハ
息
災
敬
愛
共

ニ

可
レ

修
レ

之
也
。
鎌
倉
大

将
頼
朝

兵
乱
合
戦

ノ

時
、
大
勝
金
剛

ノ

真
言
ヲ
鎧

ノ

袖
ノ

下
ニ

金
物

ノ

境
ケ
ニ

打
レ

之
、
袖

ノ

上
ニ
勝

ノ

字
ヲ

書
テ

レ

札
ニ

付
レ

之
。
即
依

ル

二
今
文
一
歟

と
、
息
災
と
敬
愛
に
加
え
、『
瑜
祇
経
』
第
八
品
が
説
く
大
勝
金
剛
の
真
言
を
誦
す
こ

と
で
得
ら
れ
る
兵
難
を
退
け
る
功
徳
を
引
用
し
、
頼
朝
が
合
戦
に
際
し
大
勝
金
剛
真

言
を
鎧
下
の
金
物
境
に
打
ち
付
け
た
と
い
う
伝
承
が
記
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
再
び
恵
什
説
・
覚
印
記
『
諸
口
伝
集
〈
自
言
〉』「
五
十
一　

大
勝
金
剛
形

像
事（

（4
（

」
を
み
れ
ば
、
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近
大
和
国
有
聖
人
多
遇
賢
哲
学
秘
法
。
件
聖
人
殊
為
祈
寿
命
百
日
修
此
法
。
有

夢
想
告
、
保
九
旬
暇
筭
。
親
謁
之
〈
云
／
々
〉

と
、
大
和
国
の
聖
人
が
賢
哲
よ
り
学
ん
だ
秘
法
で
百
日
の
寿
命
を
得
る
こ
と
を
祈
願

し
た
と
い
う
恵
什
の
口
伝
が
記
さ
れ
て
お
り
、
息
災
法
の
な
か
で
も
延
寿
を
目
的
と

し
た
修
法
は
注
目
さ
れ
る
。

　

修
法
と
図
像
の
関
係
で
興
味
深
い
の
は
、
醍
醐
寺
に
伝
わ
る
貼
紙
墨
書
に
「
宗
命

本
」
と
記
さ
れ
る
大
勝
金
剛
図
像
（
以
下
、
宗
命
本
）
で
あ
る
。
宗
命
（
一
一
一
九

～
一
一
七
一
）
は
醍
醐
・
理
性
院
流
の
人
で
、
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
十
二
月
二

十
二
日
か
ら
百
ヵ
日
、
美
福
門
院
の
仰
せ
に
よ
り
、
高
松
女
院
の
不
祥
や
悪
事
、
悪

人
、
怨
念
の
消
除
と
、
宮
内
の
安
穏
等
を
目
的
に
大
勝
金
剛
供
を
行
っ
た
。
そ
の
巻

数
が
『
覚
禅
鈔
』
巻
第
十
六
「
大
勝
金
剛
」
上
に
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
大
勝
金
剛
供

に
は
法
験
が
あ
り（

（4
（

、
宗
命
本
は
こ
の
時
の
本
尊
画
像
の
図
像
を
と
ど
め
て
い
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
る（

（4
（

。

　

宗
命
本
の
よ
う
に
効
験
の
あ
っ
た
修
法
の
記
録
と
図
像
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
恵
什
所
伝
の
図
像
と
修
法
を
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
歴
博
本
は
絵
画
作
例
で
は
他
に
類
例
を
み
な
い
恵
什
所
伝
の
図
像

に
基
い
て
お
り
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
息
災
法

の
う
ち
延
寿
を
目
的
と
し
た
修
法
本
尊
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
こ

と
も
許
さ
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
歴
博
本
の
図
像
が
、
恵
什
が
相
伝
し
た
で
あ
ろ
う
愛
染
曼
荼
羅
に
配
さ

れ
る
大
勝
金
剛
と
図
像
的
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
現
存

す
る
大
勝
金
剛
画
像
で
は
類
例
の
な
い
図
像
で
あ
る
。
ま
た
恵
什
は
大
勝
金
剛
を『
瑜

祇
経
』
の
肝
心
で
あ
る
十
二
臂
大
日
と
す
る
理
解
を
示
し
、
後
世
の
図
像
集
や
事
相

書
類
に
は
こ
の
図
像
と
と
も
に
大
勝
金
剛
を
十
二
臂
大
日
と
す
る
理
解
が
所
収
さ
れ

て
い
た
。
こ
う
し
た
恵
什
の
習
い
は
小
野
三
流
に
み
え
る
と
さ
れ
る
が
、
わ
た
く
し

は
そ
の
う
ち
特
に
勧
修
寺
流
の
相
伝
の
な
か
に
恵
什
の
習
い
を
見
出
し
、
歴
博
本
の

制
作
背
景
と
想
定
し
た
。
さ
ら
に
歴
博
本
が
恵
什
所
伝
の
図
像
に
基
づ
く
事
情
を
う

か
が
い
知
る
上
で
、
考
え
得
る
こ
と
と
し
て
恵
什
口
伝
の
延
寿
を
目
的
と
し
た
修
法

本
尊
と
し
て
の
可
能
性
を
示
し
た
。

　
『
瑜
祇
経
』
に
関
係
す
る
画
像
で
は
、『
瑜
祇
経
』
所
説
の
尊
格
の
別
尊
法
に
お
け
る

本
尊
画
像
の
ほ
か
に
、『
瑜
祇
経
』
序
品
に
基
づ
く
瑜
祇
灌
頂
で
用
い
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
三
昧
耶
形
図（

（4
（

や
『
瑜
祇
経
』
金
剛
薩
埵
菩
提
心
内
作
業
灌
頂
悉
地
品
第
十
一
所

説
の
「
十
五
尊
布
字
住
所
」
の
図
像
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り（

（5
（

、
し
か
も
両

者
と
も
に
称
名
寺
に
伝
わ
り
、
勧
修
寺
流
の
法
脈
の
な
か
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
と
い
う（

（5
（

。

　
『
瑜
祇
経
』
第
八
品
に
は
阿
闍
梨
の
行
法
が
説
か
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
空
海
の
観
念

次
第
が
あ
る
。
ま
た
安
然
『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
祇
経
修
行
法
』
に
み
え
る
阿
闍
梨

の
行
法
の
解
釈
は
東
密
の
事
相
書
類
で
も
引
用
さ
れ
る
。
覚
禅
は
『
覚
禅
鈔
』
巻
第

十
六
「
大
勝
金
剛
上
」
で
引
用
し
た
の
ち
「
愚
案
云
、
序
品
〈
マ
〉〈
タ
〉〈
ラ
〉、
中

尊
大
日
十
二
臂
歟
。
秘
彼
品
説
今
品
歟（

（5
（

。」
と
、
序
品
と
第
八
品
の
三
十
七
尊
曼
荼
羅

を
関
連
づ
け
て
考
え
て
お
り
、『
瑜
祇
経
』
第
八
品
の
行
法
と
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
図

像
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



− 42 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第52号（2025年12月）

註（
1
）『
再
編
十
周
年
記
念　

館
蔵
美
術
工
芸
名
品
展
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
四

月
、
六
頁
。

（
2
）
参
照
し
た
大
勝
金
剛
画
像
の
主
な
作
品
解
説
は
以
下
。

①
真
保
亨　

作
品
解
説
「
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
」『
別
尊
曼
荼
羅
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
五
年

十
二
月
、
二
三
六
頁
。

②
作
品
解
説
「
大
勝
金
剛
像
」『
秋
期
特
別
公
開
図
録　

東
寺
と
「
太
平
記
」』
東
寺
（
教
王
護

国
寺
）
宝
物
館
、
一
九
九
一
年
九
月
、
二
一
頁
。

③
泉
武
夫　

作
品
解
説
「
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
図
」『『
王
朝
の
仏
画
と
儀
礼
』
至
文
堂
二
〇
〇
〇

年
十
一
月
、
三
六
六
頁
。

④
有
賀
祥
隆
「
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
図
」『
醍
醐
寺
大
観
』
二
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、

解
説
二
二
頁
。

⑤
真
鍋
俊
照
「
密
教
図
像
と
別
尊
曼
荼
羅
の
構
想
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
三
七
、日
本

印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
。

⑥
有
賀
祥
隆
「
別
尊
曼
荼
羅
に
就
い
て
」『
国
華
』
一
四
四
五
、
国
華
社
、
二
〇
一
六
年
三
月

⑦
武
田
和
昭「
石
手
寺
の
仏
画
」『
四
国
霊
場
第
五
十
一
番
札
所
石
手
寺
総
合
調
査
報
告
書
』愛

媛
大
学
法
文
学
部
附
属
四
国
遍
路
・
世
界
の
巡
礼
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
三
九

頁
。

⑧
佐
々
木
大
樹
、那
須
真
裕
美　

図
像
解
説
「
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
」『
曼
荼
羅
集　

興
然
編　

上

巻
』、
同
朋
舎
新
社
（
合
同
会
社
D
O
H
O
P
）、
二
〇
一
九
年
六
月
、
七
十
九
頁
。

⑨
林
温
「
別
尊
曼
荼
羅
と
日
本
の
密
教
」『
曼
荼
羅
集　

興
然
編　

上
巻
』、同
朋
舎
新
社
（
合

同
会
社
D
O
H
O
P
）、
二
〇
一
九
年
六
月
、
三
二
四
頁
。

（
3
）
樋
口
美
咲
「
京
都
・
悲
田
院
所
蔵
大
勝
金
剛
曼
荼
羅
に
関
す
る
一
考
察
」『
密
教
図
像
』
四
十

四
、
密
教
図
像
学
会
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
（
発
行
予
定
）。

（
4
）
三
崎
良
周
『
台
密
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
八
年
六
月
、
一
三
七
頁
。

た
だ
し
中
村
元
東
方
研
究
所
田
中
公
明
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、『
瑜
祇
経
』
第
八
品
に
説
か

れ
る
大
勝
金
剛
の
一
面
十
二
臂
の
よ
う
に
、一
面
二
臂
の
金
剛
界
大
日
に
脇
手
を
付
加
す
る
図

像
に
つ
い
て
、パ
ー
ラ
朝
時
代
に
は
一
面
二
臂
で
智
拳
印
を
結
ぶ
金
剛
界
大
日
に
脇
手
を
付
加

す
る
四
面
八
臂
像
が
出
現
す
る
こ
と
、
ア
バ
ヤ
ー
カ
ラ
グ
プ
タ
の
『
ニ
シ
ュ
パ
ン
ナ
・
ヨ
ー
ガ

ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
に
四
面
八
臂
の
金
剛
界
大
日
を
説
き
、ネ
パ
ー
ル
に
は
そ
の
作
例
が
伝
わ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、一
面
二
臂
の
金
剛
界
大
日
に
脇
手
を
付
加
し
て
多
面
広
臂
像
を
作
る
と
い
う
発

想
は
イ
ン
ド
に
存
在
し
て
お
り
、『
瑜
祇
経
』
は
何
等
か
の
イ
ン
ド
成
立
の
資
料
に
基
づ
い
て

編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
田
中
氏
の
重
要
な
ご
指
摘
は
、前
掲
註
3
で
も
引
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
5
）
金
胎
両
部
而
二
不
二
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。

①
伊
原
照
蓮「
両
部
不
二
と
瑜
祇
経
」御
遠
忌
記
念
出
版
編
纂
委
員
会
編『
弘
法
大
師
と
現
代
』

筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
三
月
、
四
〇
九
頁
。

②
鍵
和
田
聖
子
「
東
密
に
お
け
る
『
瑜
祇
経
』
解
釈
の
変
遷
」『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
紀
要
』
三
十
五
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
。

（
6
）
安
原
賢
道
「
瑜
祇
経
の
研
究
」（
一
）（
二
）『
密
教
研
究
』
四
十
五
、
四
十
六
、
一
九
三
二
年

七
月
、
十
二
月
。

（
7
）
有
賀
祥
隆
「
愛
の
ほ
と
け
─
愛
染
明
王
」『
講
座
密
教
文
化
』
三　

密
教
の
ほ
と
け
た
ち
、
人

文
書
院
、
一
九
九
一
年
八
月
、
一
七
五
頁
。

（
8
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
18
－
二
五
八
頁
ｂ
。

（
9
）
前
掲
註
3
。

（
10
）
泉
武
夫
『
仏
画
の
造
形
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
八
月
、
一
五
一
頁
。

（
11
）
泉
武
夫　

作
品
解
説
「
如
意
輪
観
音
像
」『
王
朝
の
仏
画
と
儀
礼
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
十

一
月
、
三
六
三
頁
、
前
掲
註
10
、
一
五
七
頁
。

（
12
）
吉
村
稔
子　

作
品
解
説
「
虚
空
蔵
菩
薩
像
」『
醍
醐
寺
大
観
』
二
、岩
波
書
店
、二
〇
〇
二
年
）、

解
説
三
〇
頁
。

（
13
）
前
掲
註
10
。

（
14
）
沖
松
健
次
郎　

表
紙
解
説
「
般
若
菩
薩
像
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
六
二
四
、東
京
国
立
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
二
月
。

（
15
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
－
三
二
二
ａ
。

（
16
）
前
掲
註
3
。

（
17
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
三
－
一
八
ｃ
。
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（
18
）『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
二
・
図
像
部
二
、
二
五
七
頁
上
。

（
19
）
鳴
滝
常
楽
院
伝
来
『
図
像
抄
』
所
収
の
図
の
下
に
は
「
経
説
小
異
也
十
二
臂　

次
第
如
必
要
列
」

と
注
記
す
る
が
、『
別
尊
雑
記
』
や
『
覚
禅
鈔
』
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

（
20
）
県
立
金
沢
文
庫
所
蔵
称
名
寺
聖
教　

二
八
八
函
－
三
四
。

外
題
に
『
諸
口
伝
集
〈
自
言
〉』、内
題
に
は
「
口
伝
記
」
と
記
載
す
る
。
識
語
は
以
下
の
通
り

（
改
行
は
／
で
表
記
、〔　

〕
内
は
わ
た
く
し
に
よ
る
）。

本
云 

健
保
四
年
五
月
廿
日 

於
香
隆
寺
之
辺
書
写
了
／
求
法
末
資
禅
遍
／
翌
日
比
校
了
／
建
長

七
年
七
月
十
四
日
賜
御
本 

同
十
八
日
書
写
終
功
了
／
求
法
末
資
成
遍
／
及
斜
日
比
校
了
／
永

仁
五
年
四
月
十
五
日
賜
御
本
書
写
了　

日
〔
同
ヵ
〕
校
点
了　

求
法
末
資
良
朝 

一
交
了
／
于

時
元
弘
三
年
十
一
月
十
五
日
賜
御
本
書
写
了
、
求
法
末
資
熈
充
。

（
21
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
五
－
五
六
一
ｂ
。

（
22
）
田
村
隆
照
「
図
像
抄　

成
立
と
内
容
に
関
す
る
問
題
」『
仏
教
芸
術
』
七
十
、毎
日
新
聞
社
、一

九
六
九
年
三
月
。

こ
の
な
か
で
『
覚
禅
鈔
』
の
「
十
巻
抄
云
智
証
請
来
像
如
此
云
　々

或
有
宝
冠
云
々
」
と
い
う

書
き
込
み
を
も
っ
て
間
接
的
に
請
来
像
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
三
－
三
五
七
。

（
24
）
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
研
究
報
告
書
『
図
像
蒐
成
』
Ⅸ
、二
〇
〇
四
年
三

月
、
一
〇
頁
。

（
25
）
柳
澤
孝　

作
品
解
説
「
愛
染
曼
荼
羅
」『
在
外
日
本
の
至
宝
』
一　

仏
教
絵
画
、
一
九
八
〇
年

九
月
、
一
五
二
頁
。

（
26
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
75
－
八
九
九
ａ
。

（
27
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
五
－
二
五
七
ａ
。

（
28
）
醍
醐
寺
本
「
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
」
築
島
裕
翻
刻
『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
』
一

（
29
）
芳
源
な
ら
び
に
恵
什
に
つ
い
て
は
、川
村
知
行
「
白
描
図
像
の
伝
来
に
お
け
る
醍
醐
寺
本
図
像

抄
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
課
題
番
号
一
〇
六
一
〇
〇
五
七　

研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
一

年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

（
30
）
鍵
和
田
聖
子
「
日
本
密
教
に
お
け
る
『
瑜
祇
経
』
諸
説
の
尊
格
理
解
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

一
三
七
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
。

（
31
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
76
－
五
五
四
ｂ
。

（
32
）『
園
城
寺
文
書
』
七
、
園
城
寺
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
一
三
四
頁
上
。

（
33
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
十
二
－
四
二
四
ａ
。

（
34
）『
真
言
宗
全
書
』
二
十
八
、
二
九
八
頁
上
。

（
35
）『
一
切
如
来
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
言
三
昧
耶
品
次
第
観
念
』
に
つ
い
て
は
、
真
保
龍
敞
「
弘
法

大
師
と
『
瑜
祇
経
』」（
御
遠
忌
記
念
出
版
編
纂
委
員
会
編
『
弘
法
大
師
と
現
代
』
筑
摩
書
房
、

一
九
八
四
年
三
月
、
四
三
七
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
36
）
上
田
霊
城
『
真
言
密
教
事
相
概
説
』
─
諸
尊
法
・
灌
頂
部
─
〔
上
〕
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九

年
十
二
月
、
二
一
〇
頁
。

（
37
）
前
掲
註
29
。

（
38
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
78
－
二
五
一
ｃ
。

（
39
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
78
－
八
〇
二
ａ
。

（
40
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
－
三
六
八
ｂ
。

（
41
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
四
－
五
六
一
ｂ
。

（
42
）
な
お
小
野
流
の
一
で
あ
る
安
祥
寺
流
で
は
、流
祖
宗
意
（
一
〇
七
四
～
一
一
四
八
）
か
ら
法
流

を
継
承
し
た
実
厳
（
一
一
八
五
頃
）
が
安
祥
寺
寺
域
に
建
て
た
大
勝
金
剛
院
を
中
心
に
伝
流
し

た
と
い
う
が
（
梶
川
敏
夫
・
上
原
真
人
「
第
一
章　

安
祥
寺
の
歴
史
と
環
境
」『
安
祥
寺
の
研

究
』
Ⅰ
─
京
都
市
山
科
区
所
在
の
平
安
時
代
初
期
の
山
林
寺
院
─
、京
都
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
』、

一
一
頁
）、
大
勝
金
剛
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
時
代
は
下
る
が

浄
厳
（
一
六
三
九
～
一
七
〇
二
）『
最
秘
部
類
集
』「
大
勝
金
剛
」（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100223619/69?ln=ja

）（
二
〇
二
五
年
五
月
三
十
日
最

終
閲
覧
）
に
は
、

此
ノ
尊
ハ
十
二
臂
ノ
大
日
ト
習
也
、
又
十
二
臂
ノ
愛
染
王
ト
モ
習
也
、
又
十
二
臂
ノ
金
剛

薩
埵
ト
モ
習
也
畢
竟
三
尊
亦
三
亦
一
也
秘
秘

と
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
慧
光
（
一
六
六
六
～
一
七
三
四
）『
安
祥
寺
流
伝
授
随
筆
』
巻
上
「
大
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勝
金
剛
」（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100226071/20?ln=ja

）

（
二
〇
二
五
年
五
月
三
十
日
最
終
閲
覧
）、
に
も
み
え

一
切
如
来
大
勝
金
剛
次
第
、此
大
師
作
。
此
尊
総
為
等
者
凡
論
此
瑜
祇
経
総
体
。
有
其
三

伝
一
曰
仏
眼
三
昧
〈
山
／
門
〉、
一
曰
大
勝
金
剛
三
昧
〈
三
／
井
〉、
一
曰
金
剛
薩
埵
三
昧

亦
愛
染
三
昧
〈
東
／
寺
〉
此
中
金
剛
薩
埵
三
昧
伝
即
総
諸
説
也
。
何
者
如
彼
仏
眼
、大
勝

金
剛
、
愛
染
以
薩
埵
為
其
本
身
、
此
大
普
賢
金
剛
薩
埵
即
修
生
大
日
如
来
也

と
あ
り
、
諸
宗
諸
流
で
説
く
仏
眼
仏
母
、
大
勝
金
剛
、
愛
染
明
王
の
い
ず
れ
も
金
剛
薩
埵
（
大

普
賢
金
剛
薩
埵
）
に
帰
す
と
い
う
。

（
43
）
敬
愛
法
と
す
る
も
の
に
実
運
編
『
秘
蔵
金
宝
抄
』「
大
正
金
剛
法
」、勝
賢
記
・
守
覚
輯
『
秘
鈔
』

第
十
一
「
大
勝
金
剛
」、
成
賢
編
『
薄
双
紙
』
二
重
第
二
結
「
諸
仏
頂
」
う
ち
「
大
勝
金
剛
」、

興
然
編
『
五
十
巻
鈔
』
第
二
十
二
「
大
勝
金
剛
法
」、
頼
瑜
編
『
秘
鈔
問
答
』
巻
第
十
「
大
勝

金
剛
」
な
ど
が
あ
る
。
息
災
法
と
す
る
も
の
に
興
然
編
『
四
巻
』
第
二
「
大
勝
金
剛
法
」
な
ど

が
あ
る
。

（
44
）
道
範
編
『
ユ
ギ
ソ
タ
ラ
ン
口
伝
』
下
「
大
勝
金
剛
頂
品
」
第
八
の
裏
書
「
建
保
六
年
〈
戊
寅
〉

仲
秋
比
、
中
宮
御
産
平
安
御
祈
被
修
大
勝
金
剛
法
云
々 

此
付
息
災
行
之
歟
」（『
続
真
言
宗
全

書
』
七
、
二
九
頁
下
）

（
45
）『
真
言
宗
全
書
』
二
十
八
、
三
〇
二
頁
上
。

（
46
）
県
立
金
沢
文
庫
所
蔵
称
名
寺
聖
教　

二
八
八
函
－
三
四
、
前
掲
註
20
。

な
お
『
覚
禅
鈔
』
巻
第
十
六
「
大
勝
金
剛
」
上
「
延
寿
先
跡
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
大
正

新
脩
大
蔵
経
』
図
像
四
－
五
六
一
ｂ
）。

（
47
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
四
－
五
六
八
ｂ
。

（
48
）
林
温　

作
品
解
説
「
馬
頭
・
大
勝
金
剛
・
馬
鳴
曼
荼
羅
・
六
字
天
図
像
」『
醍
醐
寺
大
観
』
二
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
解
説
七
八
頁
。

（
49
）
内
田
啓
一
「
瑜
祇
経
所
説
の
三
昧
耶
形
図
に
つ
い
て
」『
密
教
図
像
』
十
八
、
一
九
九
九
年
十

二
月
。

（
50
）
真
鍋
俊
照
「
三
部
字
輪
観
図
像
の
成
立
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
十
、
一
九
七
七
年
三
月

（
51
）
前
掲
註
49
、
50
。

（
52
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
四
－
五
六
二
ａ
。


